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自己評価・外部評価・運営推進会議活用ツール

№ タイトル 評価項目 自己評価 記述 運営推進会議で話しあった内容 外部評価 記述
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7 権利擁護に関する制度の理解と活用
管理者や職員は、日常生活自立支援事業や成年後
見制度について学ぶ機会を持ち、個々の必要性を関
係者と話し合い、それらを活用できるよう支援している

日常生活自立支援事業や後見人制度につ
いて、研修の機会を持つようにしている。後
見人制度を利用されているご入居者様がい
る為、必要があれば都度説明し、理解出来る
場を作っている。

6 虐待の防止の徹底

管理者や職員は、高齢者虐待防止関連法について学
ぶ機会を持ち、利用者の自宅や事業所内での虐待が
見過ごされることがないよう注意を払い、防止に努め
ている

虐待について毎年研修を行っている。
声掛けやケアの中で、職員同士が注意し合い防
止に努めている。また、定期的にチェックシートを
持ち回りでスタッフに確認して頂くことで、身体拘
束・不適切なケア等の認識を深めております。

5 身体拘束をしないケアの実践

代表者および全ての職員が「介護保険法指定基準に
おける禁止の対象となる具体的な行為」を正しく理解
しており、玄関の施錠を含めて身体拘束をしないケア
に取り組んでいる

身体拘束について毎年研修を行っています。
又、入職初日の研修実施・1回/3ヵ月の「身体拘
束廃止委員会」内で各々の共通認識に努めてお
ります。定期的にチェックシートを持ち回りでス
タッフに確認して頂くことで、身体拘束・不適切な
ケア等の認識を深めております。

4 市町村との連携
市町村担当者と日頃から連絡を密に取り、事業所の
実情やケアサービスの取り組みを積極的に伝えなが
ら、協力関係を築くように取り組んでいる

地域包括支援センターより、運営推進会議に参
加して頂き、ホームの現状をお伝えしています。
また、疑問点・事故報告等があれば直接市役所
へ相談し連携を図っております。

3 運営推進会議を活かした取り組み
運営推進会議では、利用者やサービスの実際、評価
への取り組み状況等について報告や話し合いを行
い、そこでの意見をサービス向上に活かしている

ホームでの取り組みを報告すると共に、地域の情
報や取り組みを共有させて頂き、ホームに取り入
れ、質の向上を図っています。又、出来る限りス
タッフ・ご利用様も参加し、直接生の声を聞いて頂
く事で、地域資源として貢献に繋がる様、又、ご家
族様の生の声を認識してもらえる様努めていま
す。

Ⅰ.理念・安心と安全に基づく運営

1 理念の共有と実践
地域密着型サービスの意義をふまえた事業所理念を
つくり、管理者と職員は、その理念を共有して実践に
つなげている

学研グループの企業理念の下、メディカル・ケア・
サービスの介護理念を意識したケアを実践してお
ります。又、毎年各ユニットで目標を決め、今年は
「ユニット全体が楽しく過ごす・報連相・優しさ・笑
顔・感謝」を掲げております。

2 事業所と地域とのつきあい

事業所は、利用者が地域とつながりながら暮らし続け
られるよう、認知症の人の理解や支援の方法などを
共有し、事業所自体が地域の一員として日常的に交
流している

コロナ禍でできない部分もありましたが、自治会
に加入させていただき、回覧板を確認しながら、
それぞれのご利用者様の嗜好に合わせた地域イ
ベントに参加していく予定です。　また、コロナ禍
で中止になっている中学生の職場体験なども状
況を見ながら再開していきたいと思っています。
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15 馴染みの人や場との関係継続の支援
本人がこれまで大切にしてきた馴染みの人や場所と
の関係が途切れないよう、支援に努めている

以前住んでおられた場所や、思い出の場所への
ドライブなど、ご入居者の思いを大事にしていま
す。また、ご近所様やご親戚などとの面会も楽し
んでいただけるように、家族様とご相談させてい
ただきながら、ご支援してまいります。

14 本人と共に過ごし支えあう関係
職員は、本人を介護される一方の立場におかず、暮ら
しを共にする者同士の関係を築いている

共同生活の場として、ご入居者様一人一人に役
割を持って頂き、職員とご入居者間だけでなく、ご
入居者様同士も支え合っている関係を構築して
おります。

13 同業者との交流を通じた向上

代表者は、管理者や職員が同業者と交流する機会を
作り、ネットワークづくりや勉強会、相互訪問等の活動
を通じて、サービスの質を向上させていく取り組みをし
ている

堺市西区のグループホーム連絡会への参加や、
系列のグループホーム間での交流の機会を持
ち、他ﾎｰﾑの良い所を自ホームへ取り入れるよう
に努力しています。

12 職員を育てる取り組み
代表者は、管理者や職員一人ひとりのケアの実際と
力量を把握し、法人内外の研修を受ける機会の確保
や、働きながらトレーニングしていくことを進めている

新入社員にはOJTにより基本的な介護技術を身
に着かられるようにし、その後は毎月ホーム内で
の研修を行っている。　また資格支援制度によ
り、会社負担で介護職員実務者研修を受講した
り、介護福祉士の受験対策講座も開催している。

11 就業環境の整備

代表者は、管理者や職員個々の努力や実績、勤務状
況を把握し、給与水準、労働時間、やりがいなど、各
自が向上心を持って働けるよう職場環境・条件の整備
に努めている

職員が主体となり社内コンテストや事例の発表会
の実施を行っています。又、給与ついても保有資
格・兼務業務・各能力に応じ手当をつけるなど、
本人の頑張り次第で給与をアップできる仕組みを
作り、職員のモチベーション向上を図っています。

社内コンテストや事例発表会の実施状況や効果
は確認できなかった。

10 運営に関する職員意見の反映
代表者や管理者は、運営に関する職員の意見や提案
を聞く機会を設け、反映させている

毎月のホーム会議での意見交換や、１年に１回ア
ンケートを実施しており、職員が働きやすい環境
となるよう改善を行っています。又、スタッフの個
人面談を実施し、各々の考え・想いの確認をして
います。

9
運営に関する利用者、家族等意見の反
映

利用者や家族等が意見、要望を管理者や職員ならび
に外部者へ表せる機会を設け、それらを運営に反映
させている

ご家族様の面会時に、意見や要望が無いか話を
したり、1年に１回ご家族様アンケートを実施し、
結果を職員間で共有し改善に繋げています。
運営推進会議に参加していただいたご家族様か
らも、意見を頂戴しております。

8 契約に関する説明と納得
契約の締結、解約また改定等の際は、利用者や家族
等の不安や疑問点を尋ね、十分な説明を行い理解・
納得を図っている

契約については、ご入居時に時間をかけ説
明し、疑問点があれば納得されるまで説明を
行っています。改定時にも説明を行い、必要
があれば契約の巻き直しを行っています。
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23
重度化や終末期に向けた方針の共有と
支援

重度化した場合や終末期のあり方について、早い段階か
ら本人・家族等と話し合いを行い、事業所でできることを
十分に説明しながら方針を共有し、地域の関係者と共に
チームで支援に取り組んでいる

重度化しや終末期に向けた方針について、契約
時にご家族様に説明し、状況に応じDrと話し合う
機会を提供しています。日々の状態の話の中で
ご家族様のご意向はお伺いするようにしていま
す。スタッフに対しましても研修を行い、双方が安
心出来る様支援しております。

22 入退院時の医療機関との協働

利用者が入院した際、安心して治療できるように、また、
できるだけ早期に退院できるように、病院関係者との情
報交換や相談に努めている。あるいは、そうした場合に
備えて病院関係者との関係づくりを行っている

入院時はかかりつけ医の診療情報・介護サ
マリーを提供しご入居者様の健康状態を把
握してもらえるよう努めている。
入院中も地域連携と連携しホームに戻ってき
てからも安心して過ごして頂ける様、情報交
換を行っている。

21 かかりつけ医の受診支援
受診は、本人及び家族等の希望を大切にし、納得が得ら
れたかかりつけ医と事業所の関係を築きながら、適切な
医療を受けられるように支援している

月２回の往診と、必要に応じて24時間体制で相談
や往診が受けられる体制が整っています。
また、主治医からの情報を家族様にお伝えした
り、緊急時には、救急対応や受診支援なども行っ
ています。

20 地域資源との協働
一人ひとりの暮らしを支えている地域資源を把握し、本
人が心身の力を発揮しながら安全で豊かな暮らしを楽し
むことができるよう支援している

ご入居されてからも、それまでの関係が途絶える
ことがないよう、ご家族様と話し合いそれまでの
地域資源を活用出来るよう支援に努めている。

19
一人ひとりを支えるための事業所の多
機能化

本人や家族の状況、その時々に生まれるニーズに対応
して、既存のサービスに捉われない、柔軟な支援やサー
ビスの多機能化に取り組んでいる

本人様のニーズを正確にとらえ、必要なサービス
を取り入れることが出来るように心がけていま
す。
現在、鍼灸マッサージ師の往診や、ヤクルトなど
の訪問版売など受け入れています。また、コロナ
禍でできなかったボランティアの受け入れなども
積極的に行っていきます。

18 個別の記録と実践への反映
日々の様子やケアの実践・結果、気づきや工夫を個別記
録に記入し、職員間で情報を共有しながら実践や介護計
画の見直しに活かしている

現在スマートフォンを利用した介護記録ソフトを利
用しており、日々のケース記録や日報の入力を
行ってその情報をスタッフ全員で共有しておりま
す。また、申し送りノートを活用し情報を共有し現
状把握に努め、介護計画に反映しております。

17 チームでつくる介護計画とモニタリング

本人がより良く暮らすための課題とケアのあり方につい
て、本人、家族、必要な関係者と話し合い、それぞれの
意見やアイディアを反映し、現状に即した介護計画を作
成している

ご本人様・ご家族様の意向を取り入れ、ケアプラ
ンに反映させています。又、お一人お一人が役割
を担っていただいたり、趣味を楽しんだり等、それ
ぞれの方のプランが作成されています。モニタリ
ングを踏まえ、多職種からの意見も取り込んでお
ります。

Ⅱ．その人らしい暮らしを続けるためのケアマネジメント

16 思いや意向の把握
一人ひとりの思いや暮らし方、生活環境、一日の過ごし
方の希望や意向の把握に努めている

普段のご入居者とのコミュニケーションを通じ、思
いや意向を聞き取り、カンファレンス等でのスタッ
フ間での共有を図り、ケアに生かしています。
また、必要に応じ、ご家族様にもお話を伺ったりし
ています。
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31 排泄の自立支援

排泄の失敗やおむつの使用を減らし、一人ひとりの力
や排泄のパターン、習慣を活かして、トイレでの排泄
や排泄の自立にむけた支援、便秘の予防等、個々に
応じた予防に取り組んでいる

排泄データの確認・排泄リズムを掴むことにより、
さりげなく声掛け・誘導し・共有し、失敗無くトイレ
で排泄が出来るよう支援に努めています。又、オ
ムツ使用量軽減に向け、パットの大きさ・当て方
等、カンファレンスの中で話し合い、共有していま
す。

30 口腔内の清潔保持
口の中の汚れや臭いが生じないよう、毎食後、一人ひ
とりの口腔状態や本人の力に応じた口腔ケアをしてい
る

起床時や毎食後口腔ケアをして頂いています。
又、歯科衛生士指導の下、その方に合わせたケ
アを行っています。

29 栄養摂取や水分確保の支援
食べる量や栄養バランス、水分量が一日を通じて確
保できるよう、一人ひとりの状態や力、習慣に応じた
支援をしている

一人一人の食事量や水分量を、記録し過不足が
ないかをチェックしています。
また、食事量が少ない方には、かかりつけ医と相
談し栄養補助食にて補ったり、ご家族様と相談し
て捕食などの対応もしております。

28 食事を楽しむことのできる支援
食事が楽しみなものになるよう、一人ひとりの好みや
力を活かしながら、利用者と職員が一緒に準備や食
事、片付けをしている

本部配信の献立を参考に、調理スタッフが調理し
ています。配膳や下膳、盛り付け、洗い物等出来
る方にはお手伝いして頂いています。嗜好に合わ
せた個別対応・食事形態の工夫等、ご本人様・ご
家族様の意向を取り入れております。

27 日々のその人らしい暮らし

職員側の決まりや都合を優先するのではなく、一人ひ
とりの日常生活における希望や意向、暮らしのペース
を大切にし、その日をどのように過ごしたいか、希望
にそって支援している

集団生活の中で、出来る限り希望が叶えられるよ
うにしています。出来ない際には、ご入居者様に
話し納得して頂いた上で後日行うようにしていま
す。又、ご自身のペースに合わせた支援を心掛け
ています。

Ⅲ．その人らしい暮らしを続けるための日々の支援　

26 一人ひとりの尊重とプライバシーの確保
一人ひとりの人格を尊重し、誇りやプライバシーを損
ねない言葉かけや対応をしている

不適切な言葉かけやケアが行われていないか、2
カ月に1回チェックシートの活用・、1回/3ヵ月に委
員会を実施し、情報共有・改善に努めておりま
す。又、自身が分からなくなってこられている方に
は、ご家族様との話し合いや許可をいただき、下
の名前で呼ばせていただくこともある。

25 災害対策
火災や地震、水害等の災害時に、昼夜を問わず利用者
が避難できる方法を全職員が身につけるとともに、地域
との協力体制を築いている

ホームにて年2回消防訓練・研修を行い職員間で
共有しています。実践で必要な知識・技術の習得
を意識した訓練を実施しております。

24 急変や事故発生時の備え
利用者の急変や事故発生時に備えて、全ての職員は応
急手当や初期対応の訓練を定期的に行い、実践力を身
に付けている

急変時の対応については、定期的にホーム内研
修・各自で研修勉強会に参加し、緊急時に備えて
います。訪問看護師と24時間体制で連絡が取れ
る為、対応も円滑に行うことが出来ます。
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39 居心地のよい共用空間づくり

建物内部は一人ひとりの身体機能やわかる力を活か
して、安全かつできるだけ自立した生活が送れるよう
に工夫している。共用の空間が、利用者にとって不快
や混乱をまねくような刺激がないように配慮し、生活
感や季節感を採り入れて、一人ひとりが居心地よく過
ごせるような工夫をしている

共有部分には、ご入居者様と一緒に作成した季
節の壁面等を飾り楽しんで頂ける様工夫をしてい
ます。廊下等には飾り付けを外される方がおられ
る為、ユニット入り口に写真等を掲示しておりま
す。日中と夜間で光の調整をおこなっています。

38 電話や手紙の支援
家族や大切な人に本人自らが電話をしたり、手紙の
やり取りができるように支援をしている

電話に関しては、ご自由に使って頂いています。
手紙に関しても、希望があれば自由にやり取りが
出来るよう支援に努めています。

37 お金の所持や使うことの支援
職員は、本人がお金を持つことの大切さを理解してお
り、一人ひとりの希望や力に応じて、お金を所持したり
使えるように支援している

お金に関しては、原則事務所で預かっているが、
手元に無いと不安になられる方には、ご家族様の
了承のもと少額であるが自己にて管理をされてい
る方もいらっしゃいます。

36 日常的な外出支援

一人ひとりのその日の希望にそって、戸外に出かけら
れるよう支援に努めている。また、普段は行けないよ
うな場所でも、本人の希望を把握し、家族や地域の
人々と協力しながら出かけられるように支援している

毎日の散歩や、ご家族様の協力のもと外出したり
買い物に行かれたりする方もいます。外出先に関
しても具体的に確認し、支援しております。

35 役割、楽しみごとの支援
張り合いや喜びのある日々を過ごせるように、一人ひ
とりの生活歴や力を活かした役割、嗜好品、楽しみご
と、気分転換等の支援をしている

一人一人の持っている力に合わせて役割・お手
伝いをして頂いています。重度の方にはお手伝い
等は難しいが、散歩やコミュニケーション、個別レ
クにて気分転換を図っています。

34 服薬支援
一人ひとりが使用している薬の目的や副作用、用法
や用量について理解しており、服薬の支援と症状の
変化の確認に努めている

服薬介助の際に、必ず2人で薬情を確認してから
服用して頂いています。又、服薬に変更があった
際には、様子や状態を記録し往診時にかかりつ
け医に報告している。

33 安眠や休息の支援
一人ひとりの生活習慣やその時々の状況に応じて、
休息したり、安心して気持ちよく眠れるよう支援してい
る

ご入居者様は日中共有部分で過ごされる方が多
いが、その方の状態に合わせ、臥床時間を取りメ
リハリのある生活をして頂いている。

32 入浴を楽しむことができる支援
一人ひとりの希望やタイミングに合わせて入浴を楽し
めるように、職員の都合で曜日や時間帯を決めてしま
わずに、個々にそった支援をしている

週2回の入浴を行い、拒否が見られる方には時間
や日にちを変更したり言葉かけを変更する、同性
介助等し、安心し楽しんで入浴して頂ける様工夫
をしています。又、数種類の入浴剤を使用したり、
音楽を聴きながら等、ご利用者様に楽しんでいた
だける様、対応しています。
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47
本人は、自分がいきいきと過ごす会話のひと時
や、活動場面を日々の暮らしの中で得ることがで
きている

ご入居者どうし自由に会話を楽しみ、その間
に入ってスタッフも会話を促したりの支援を
行っている。

46

本人が持つ力の活用

本人は、自分ができること・できないこと、わかる
こと・わからないことを踏まえた、役割や、楽しみ
ごとを行うことができている

ご本人の状態に合わせた役割・楽しみをもて
るように支援しています。

43

生活の継続性

本人は、自分のペースで、これまでの暮らしの習
慣にあった生活ができている

入居前の生活をアセスメントし、出来る限り今まで
の生活、習慣を継続していけるように支援してい
ます。

44
本人は、自分のなじみのものや、大切にしている
ものを、身近（自室等）に持つことができている

家具や寝具はできるかがいり、入居前まで使用し
ていたものをそのまま持ってきていただけるよう
に、支援しています。　また反れば難しい場合で
も、思い出の写真や記念品など出来るだけ、飾っ
ていただくようにしています。

45
本人は、自分の意向、希望によって、戸外に出か
けることや、催（祭）事に参加することができてい
る

外出は、ご家族やスタッフが同伴の元自由に行う
ことが出来ます。　なるべくご本人の希望の時に
希望の場所に出かけることが出来るように支援し
ています。

41
本人は、自分の生活歴や友人関係、暮らしの習
慣、特徴など様々な情報をもとに、ケア・支援を
受けることができている

ご本人への聞き取り、御家族への聞き取りを通じ
て生活歴の把握に努め、その情報を踏まえたケ
アを行っている。

Ⅳ．本人暮らしの状況把握・確認項目（利用者一人ひとりの確認項目）

40

本人主体の暮らし

本人は、自分の思い、願い、日々の暮らし方の意
向に沿った暮らしができている

ご本人主体の生活が送れるよう常に、以降を
確認しながら、介護者主体にならないよう注
意しながら日々支援を行っている。

42
本人は、自分の健康面・医療面・安全面・環境面
について、日々の状況をもとに、ケア・支援を受
けることができている

主治医からの医療情報、ご本人の日々のバイタ
ルデータや訴えをもとに、健康状態を把握し、医
療食と連携を取りながらケアを行っている。
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49 総合
本人は、このGHにいることで、職員や地域の
人々と親しみ、安心の日々、よりよい日々をおく
ることができている

皆様、GHで健康的に生活し、生きがいを感じなが
ら生活していただけるよう支援していきます。

楽しく過ごされていることがうかがえます。

48
本人は、自分なりに近隣や地域の人々と関わっ
たり、交流することができている

コロナ禍であまりできていませんでしたが、近隣
で行う祭りや行事に参加できるように、支援して
います。


